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「Savanna」をレジリエントな基盤シ
ステムへと進化させる

次世代デジタル基盤「Savanna」について教えてください．

現在，私はNTT東日本の次世代デジタル基盤システムである
「Savanna」の開発や高度化に携わっています．もともと，社内
では用途ごとに仮想基盤が分散していましたが，これらを効率化
すべく 1 つにまとめていく目的でSavanna構想が誕生しました．
リリースから数年で，当初の想定を大きく超えるペースで
Savannaへの移行が進み，非常に大規模なシステムへと成長し，

現在では東日本エリア10カ所以上の拠点に設備が設置され，NTT
東日本の業務システムを搭載する200以上の社内サービスを支え
る共通プラットフォームとして重要な役割を果たしています．

さらに，社内向けに開発してきたSavannaの機能や仕組みを
ベースとして，NTT東日本では新たに社外向けのクラウドサービ
ス「地域エッジクラウド タイプV」を2024年にリリースしていま
す．「地域の未来を支えるソーシャルイノベーション企業」として，
自治体や企業の課題解決を支援し，安心・安全かつ活力ある地域
社会の実現に貢献することをめざし，システムを進化させていま
す（図 1）．

一方，システム規模の拡大に伴い，運用にかかる負荷も急増し

NTT東日本は，社内のプライベートクラウドとして立ち上げた次世代デジ
タル基盤「Savanna」のノウハウを活用し，現在は国産のパブリッククラウ
ドサービス「地域エッジクラウド タイプV」を提供しています．NTT東日本　
先端テクノロジー部　クラウドサーバ技術部門の中島共生氏は，この
Savannaの全体設計や開発を担う中核的な立場としてご活躍されています．
本インタビューでは，仮想化基盤を取り巻く外部環境の変化を契機として，特
定の製品やベンダへの依存度を適切にコントロールする観点から，マルチハイ
パーバイザーを前提とした基盤アーキテクチャを再設計するための研究開発 ･
技術評価の取り組み状況や今後の開発ビジョンについてお聞きするとともに，
NTT東日本におけるデジタル人材のあり方やその育成にかける思いを伺いま
した．
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図 1　Savannaの状況
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ていることから，このコストをどのように抑えていくのかが課題
となりました．他社のパブリッククラウドを利用するよりも安価
に運用できていた自社クラウドのコスト優位性を維持していくた
めに，ひと工夫が必要になってきたのです．

この課題への取り組みの 1 つに，Savannaを効率的に監視する
仕組みの実現が挙げられます．多数の拠点でさまざまなシステム
が稼動していると，A拠点のM装置で故障が起きたとき，具体的
に何のサービスに影響が出ているのかを把握し適切に対応する負
荷が増加していきます．私たちは故障個所ごとに影響が起きる範
囲を可視化する仕組みを内製開発で実現しました．

このように，内製で機能を補いながら運営していくことができ
ているというところにSavannaの強みがあると考えています．

外部環境の変化は基盤の検討方針にどのような影響を与えま
したか．

このSavannaによる仮想基盤構想を含め，企業のプライベー
トクラウド基盤は順調に拡張・高度化していくものととらえてい
た中で，利用していた仮想化製品においてライセンス体系の見直
しなど外部環境の変化が生じ，基盤コストや運営方式への影響が
顕在化しました．

そこで当社では，特定の製品やベンダへの依存度を低減し，中
長期的に安定した基盤運営を実現していくための選択肢を広げる
観点から，マルチハイパーバイザー化に向けた研究開発や技術評
価に着手しました．

当社業務への適合性の観点から，既存の基盤で提供している機
能や運用ポリシーを大きく変更することなく再構成できる市中製
品を探索したところ，Microsoft社製品であるHyper-Vにその可
能性があったため，評価対象として選定しました．具体的な理由
として，既存で調達しているハードウェア環境をそのまま利用で

きるカスタマイズ性の高さを持つことに加え，当社が求めている
水準でのゲスト間の分離が実現できる権限設計を持っているといっ
た背景が挙げられます．

マルチハイパーバイザー化するにあたって，それぞれのハイパー
バイザーがかつて採用していた製品と同等の性能を出せるのかが
不確実であったため，私たちは入念な性能評価を実施しました．
RHELやWindows Serverなど使用頻度の高いOSでの性能評価
として既定の検査コマンドを実行し，同等水準の性能を確認しま
した．特にストレージに関しては高い性能が求められる要件もあ
り懸念していましたが，R/W比率，ブロックサイズ，その他弊
社環境で想定しているいくつかの条件において，多少の差が見ら
れる組み合わせもありましたが，ハイパーバイザーごとに顕著な
差異はなく，ストレージについても問題ないことを確認しました（図
2）．

このように，マルチハイパーバイザー化の研究開発はおおむね
順調に進んできたといえますが，すべてにおいてスムーズに進ん
できたわけではなく，苦労した点もさまざまありました．繰り返
しにはなりますが，このHyper‑Vに関する研究開発・技術評価で
最大の肝となるテーマは，既存のサービス仕様に対し変更を加え
ずにいかにマルチハイパーバイザー環境を実現できるかになりま
す．そのため，本来のHyper-V環境にはない機能を実現したいと
いう要件が，どうしても一部のユーザから出てきてしまうのです．
そういった点をどうチューニングしながら実現していくのかを考
えていく必要がありました．

1 つの例が専用フェイルオーバーホストという機能になります．
仮想基盤を構成するハイパーバイザーが物理的に故障した際，仮
想マシンが異なるハイパーバイザー上で速やかに再起動される仕
組みを利用していますが，この機能を仮想基盤の負荷状況にかか
わらず確実に成功させるために必要な仕組みとして，これまで特
定の物理サーバをフェイルオーバー専用の領域として動作させる

図 2　ストレージの性能試験の結果
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専用フェイルオーバーホストという機能を利用していました．し
かし，Hyper-Vにはそのような機能が標準にはなく，専用フェイ
ルオーバーホストと同じような動きをすることができるように，
Hyper-Vの持つ機能を組み合わせ，実装上の工夫を行うことで既
存環境と同等の機能を提供できるよう設計しました．

さらに，ゲストシステムの使っているソフトウェアによっては，
Hyper-V上でサポート外のものもあり，ソフトウェアベンダごと
にHyper-V環境のサポートを依頼するケースや，NTT研究所の
OSS（Open Source Software）センタの協力を受けながら，
対応方法を検討するようなケース，さらに，それでも難しいよう
な製品は別の製品に切り替えるなどの対応を行いました．

このようにして，各種の課題に対応しながらマルチハイパーバ
イザー化に向けた研究開発を進め，約 1 年という短期間で，技術
評価として一定の成果を取りまとめることができました．

マルチハイパーバイザー化に向けた技術評価で残る課題と今
後の進め方を教えてください．

Hyper-Vを利用した環境は画面UI（User Interface）や権限

管理，仮想インフラ管理性や操作性において，改善余地が残る部
分があると感じています．ここに関して，今後は図 3に示すとおり，
Azure Arcの管理機能を活用しながら，UIや管理機能の機能拡
張をめざしていく方針としました．

Azure ArcはHyper-Vと同様，Microsoft社のサポートが受け
ら れ る と と も に， シ ン プ ル で 安 定 し た 廉 価 な IaaS と い う
Savannaの強みを活かしつつ，Azureの高度な機能も活用するこ
とができる当社のコンセプトに合うサービスであることから，現
時点ではこのサービスを利用していくことが機能拡張の研究開発
に有効な選択肢の 1 つであると考えています．最近では，
Hyper-V基盤が抱えている管理性の課題をAzureベースの機能
で克服できる可能性を確認できつつあり，このサービスを活用し
てユーザからみたマルチハイパーバイザーの使用感をそろえてい
く研究開発を今後さらに加速していきます．

重要システムを安定的に運用していくためにもプライベート
クラウド基盤の果たす役割は大切ですね．

当社は社会インフラを支える通信事業者として，長年にわたり

項⽬ Hyper-V（現在） Hyper-V（Azure連携）

画⾯UI

Azure Portalからの統⼀された使⽤感

権限管理

Azureの機能のみで完結する権限管理

仮想インフラの
オブジェクト管理

Azure標準のゲスト管理ポリシー

補助スクリプト
併⽤

専⽤アプリ

図 3　Hyper-Vの課題とAzure連携した今後の拡張方針
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大規模かつ高信頼な設備を運用してきました．その中で培ってき
た知見や運用ノウハウを踏まえ，社内の重要システムを支える基
盤についても，過度に外部環境へ依存することなく，自らがコン
トロール可能な環境で安定性と継続性を確保していくことが重要
であると考えます．

特に業務の根幹を支えるシステムについては，長期にわたり安
定的に稼働できる設計・運用が求められることから，信頼性・可
用性を確保しつつ将来にわたって持続可能なコスト構造となるよ
う，基盤の整備や運用の高度化を進めていく必要があります．

一方で，仮想化基盤を取り巻く外部環境は変化しており，従来
デファクトスタンダードとされてきた特定製品への依存は，調達
や運用の観点でリスクと再認識されるようになりました．こうし
た状況を踏まえ，当社では特定の製品やベンダへの依存度を適切
にコントロールし，複数の選択肢を持てるレジリエントな基盤アー
キテクチャを実現するための研究開発・技術評価を継続的に進め
ています．

大規模なシステムには，さまざまな製品が搭載され，多様なベ
ンダが存在しています．そのため，M＆Aなど外的な影響を受け
る可能性を前提に，突発的な変化にも対応できる柔軟性を備える
ことが重要です．私たちが心掛けるべきことは，新しい技術をし
なやかにカスタマイズして上手にフィットさせ，必要に応じてスムー
ズに取り込めるよう，日頃からレジリエントな筋力を鍛え続けて
いくことではないでしょうか．

今後はAIの力も借りてマルチベンダ
構成の溝を埋めていく

仮想化基盤開発の中期的な展開についてお聞かせください．

今後は，「マルチベンダ化」が 1 つの大きなテーマになってい
くと思います．仮想化基盤を取り巻く外部環境の変化を受け，仮
想化レイヤにおけるハイパーバイザーはマルチ化が進みつつあり，
今後，ここでの技術的な工夫が重要な課題になっていくと考えら
れます．マルチベンダ化により，さまざまな会社の製品を同時に
使っていくとなると，画面や手順も異なり，稼働負荷が倍になる
といった課題は昔からよく聞かれる話ですが，一朝一夕には解決
へ至らない困難な問題の 1 つです．

ただ，昨今，AI（人工知能）や自動化といった技術は急スピー
ドに進歩してきているため，私たちとしてはこの製品ごとの差分
をかなり吸収しやすくなってきたなと感じ始めています．AIや自
動化の技術を活用し，トータルで整合を図りながら導入を検討し，
現実的な運用を実践していくことが，今後非常に重要なテーマに
なっていくと思います．

私たちのシステムでは，ちょうど大規模刷新のタイミングが到
来していることから，ここでAI技術を積極的に活用することを検
討しています．基盤システムの中で採取されるさまざまなログか
ら故障個所を特定・分析し，自動での動作テストを行うといった，
1 歩進んだ世界観にチャレンジすることでマルチベンダ化によっ
て，増えていってしまう製品差分や問題解決のナレッジをAIに極
力オフロードしていけると理想的ですね．

今後，AzureのSREエージェント等，AI関連技術の適用性を引
き続き技術評価し，段階的に導入を見据えて設計・検証を進めて
いきます．オペレータの復旧作業を支援するレコメンドの提示や，
障害発生時の周知・ 1 次対応に関する運用手順の自動化（支援）
など，AIを活用した運用高度化の取り組みを進め，運用負荷の低
減と復旧の迅速化に向けて次世代デジタル基盤を磨き上げていき
ます．

自分の目で見て触ってシステムを組み
上げていこう

技術を磨いていくうえで大切にしていることを教えてください．

個人的には，自ら触って試すことをとても重視しています．実
際に構築し，設定し，動かしてみて，初めて見えてくる問題点も
多いと実感しており，その積み重ねがエンジニアとして引き出し
の数を増やしてくれていると感じています．マニュアルを読んだ
だけで多くを分かった気になりがちですが，例えば，冷蔵庫のマ
ニュアルだけ見ていても，冷蔵庫の使い勝手はなかなか分からず，
実際に家電量販店へ行き，冷蔵庫を触って，扉の開き方がどうで
あるとか，ドレッシングはここに入るものなのかといった実物を触っ
て初めて気付くことがあると思います．

システム開発も同じで，自分の目で見て触って組み上げていか
ないと，その善し悪しが全く分からないと自分は考えています．
そういった意味では，たとえ業務には直接関係なくても，最近話
題になっているOSSやサービスなど自分が気になっている対象
は直接触り，動かしてみることを意識的に取り組んでいます．明
確に役立つシーンはさほどなくても，プラモデルを遊び心でつくっ
てみる程度の感覚で触ってみて，いろいろ苦労しながらも実際に
動かせたら楽しいですし，偶然，将来の業務へもつながったらラッ
キー程度の軽い感覚で自分が興味あるものをさまざま触り，技術
の幅を広げていくことはエンジニアとして重要な営みであると思
います．
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尖った技術者をどんどんつくっていき
たい

NTT東日本での技術者の育成についてご意見を聞かせくだ
さい．

私のチームには 4 人のメンバーがいます．人によって技術レベ
ルに差がある場合は，なるべくそれぞれの人が食べられる最大サ
イズの大きさにタスクを切り出して渡し，実際に手を動かしても
らうことをチームの方針としています．特に若手のメンバーには
前述のとおり，実機を積極的に触り動かしてもらっています．私
が所属している先端テクノロジー部 クラウドサーバ技術部門には，
私と同じように，自分の手で実機を触ることが好きなメンバーが
集まっていますので，その調子でどんどん進めていこうと背中を
押しています．

また週に 1 回，部門メンバーが集まり，「私はこんなことをやっ
てみたので，その内容を聞いてください」といった個人発表の時
間を設けており，「自分が触ってみたらこんな感じで，こういっ
たことに役立った」と全メンバーへ情報を共有しています．そう
いった営みの中では，実際に物をつくっていく感覚や，ほかの人
にその良さを伝えていく練習も兼ねているため，これを継続し少
しずつ積み重ねながら，各人のスキルを伸ばしていければと思っ
ています．

プライベートクラウドは，将来にわたっても必須の技術領域と
いえ，このノウハウを脈々と受け継いでいかなくてはなりません．
未来の世の変化に対して柔軟に対応していけるメンバーを組織的
にどう育てていくのか，その道筋をいかに引いていくかが，私の
次のミッションになっていくのではないかと思っています．

事業会社で研究開発をしていると，さまざまな事業上の制約や
非エンジニアリング的な調整が膨大に発生してしまいます．若手
の将来について考えたときに，その調整業務を経験していくこと
自体良いことではあるので，そのような状況下においても，いか
に必要となる技術要素を確実に効率良く獲得し，成長していける
環境をつくっていけるかが重要です．外部との調整業務と，コア
技術育成のための中核技術の深掘り業務とを整理し，技術者が育っ
ていける持続可能な組織体制や育成計画を策定していくことが，
中長期的に大変重要なテーマであると思います．放っておくと調
整業務が多くなりがちであるため，そこをいかにうまくコントロー
ルしてあげるかが，今後の仕組みの持続性において肝になってい
きます．

NTTグループの人事制度は変わり，スペシャリストコース（SG）
という枠組みが新設されました．またNTT東日本ではITの即戦
力としてデジタル枠採用で入社した優秀な若手もおり，私のチー

ムや周囲のチームでも活躍しています．ちなみに私は他社でシス
テム運用やサービス設計に10数年間携わった後，2023年に転職し
てきたエンジニアです．こういった専門スキルを持った人材も，
徐々にではありますが活躍できる環境が当社においても整いつつ
あります．高いスキルを持った若手たちが安心して技術のコア部
を一層攻めてもらえるよう人事環境や組織環境を整備していきた
いと考えています．

あらゆる関係者にも技術の本質を理解
してもらえるコミュニケーション力を
身につけよう

後輩の技術開発者に向けてメッセージをお願いします．

事業会社の研究開発という目線にはなりますが，コアとなる基
礎技術や製品への理解は大前提にあり，それらの勉強はもちろん
必須です．しかし，それだけではある水準以上を越えることがで
きません．技術にバックボーンのある専門家として，技術知識が
十分ある人に対してはもちろんのこと，仮にほとんどない人たち
に対しても十分理解してもらえるようなコミュニケーション力を
つけていきましょう．これは大変重要なスキルなのです．

技術側ではない他の組織との交渉や，調整の綱引きを行ってい
く中で，最終的に技術的に正しいといえる範囲内に着地できるよ
うトータルコーディネートしていく力は，技術開発者としてとて
も大切なことだと思っています．これは経営層に対しての説明に
おいても同様です．自分自身でもこれについては日々至らない部
分であると痛感するところではありますが，それらを含めて開発
者の技術力であると固く思っています．

そうしたスキルは筋肉のようなもので，日々トレーニングして
いかないと絶対強くなっていきませんし，逆にたゆまず筋トレを
続けていけば着実に強くなるものであると信じていますので，「実
機を触って楽しかったです．勉強になりました」では終わらずに，

「それが，どういったときに，どういう背景で，どのように役立
つのか」をしっかり読み解き，理解したうえで，さまざまなバッ
クボーンを持った人たちにも分かるように伝えてほしいです．例
えば，チームメンバーや上司に自分がトライしてきたことを日頃
からプレゼンテーションし，具体的にアウトプットしていくことが，
この筋肉をつけていくための第一歩であり，とても重要な要素で
あると考えます．このような営みは地味でコツコツとした作業に
はなりますが，大きなプロジェクトにおいて力を発揮する源泉に
なりますから，積み重ねていただきたいと思っています．


